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１．2026年７月期の業績（2025年８月１日～2026年７月31日）

（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年７月期 9,908 10.3 1,009 50.4 1,022 55.6 735 54.6
2025年７月期 8,984 3.5 671 △10.6 656 △14.4 475 △9.6

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年７月期 97.99 ― 11.6 9.4 10.2
2025年７月期 65.83 ― 9.8 7.1 7.5

(参考) 持分法投資損益 2026年７月期 174百万円 2025年７月期 60百万円

(注)１．前事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの当社株式は非上場

であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。また、当事業年度の潜在株式調整後１株当た

り当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．2026年３月４日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株

式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定しております。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年７月期 12,156 7,575 62.3 767.14
2025年７月期 9,578 5,095 53.2 705.32

(参考) 自己資本 2026年７月期 7,575百万円 2025年７月期 5,095百万円

(注)１．2026年３月４日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株

式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産を算定しております。

（３）キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年７月期 946 △2,511 2,246 1,879
2025年７月期 △305 △120 37 1,197

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年７月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
2026年７月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00 197 20.4 2.6
2027年７月期(予想) ― 0.00 ― 20.00 20.00 21.7



(注)2027年７月期(予想)については、2026年８月31日のオーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増

資の影響を考慮しています。詳細につきまして、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」及び添

付資料16ページ「重要な後発事象」をご参照ください。

３．2027年７月期の業績予想（2026年８月１日～2027年７月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 11,849 19.6 1,418 40.5 1,388 35.8 956 30.0 92.23

(注)2027年７月期の通期の業績予想における１株当たり当期純利益については、2026年８月31日のオーバーアロットメ

ントによる売出しに関連した第三者割当増資の影響を考慮しています。詳細につきましては、「業績予想の適切な

利用に関する説明、その他特記事項」及び添付資料16ページ「重要な後発事象」をご参照ください。

※ 注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年７月期 10,175,000株 2025年７月期 10,175,000株

② 期末自己株式数 2026年７月期 300,000株 2025年７月期 2,950,000株

③ 期中平均株式数 2026年７月期 7,506,250株 2025年７月期 7,225,000株

(注)2026年３月４日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。このため、2025年７月期の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数（自己株式を含む）」及び「期末自己株式数」並びに

「期中平均株式数」を算定しております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。また実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあ

たっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧くだ

さい。

２．当社は、2026年７月29日付で東京証券取引所スタンダード市場に株式を上場いたしました。この上場にあたり、

2026年６月25日開催の取締役会において、添付資料16ページ「重要な後発事象」に記載の通り、みずほ証券株

式会社が行うオーバーアロットメントによる売出しに関連して、同社を割当先とする第三者割当増資による新

株式の発行を決議し、2026年８月31日に払込が完了いたしました。

３．当社は、2026年９月28日(月)に機関投資家及びアナリスト向けに説明会(ウェブ)を開催する予定です。なお、

当日使用する決算説明資料は、当社ウェブサイトに掲載する予定です。



株式会社ビーエイブル(604A) 2026年７月期 決算短信

― 1 ―

○添付資料の目次

１．経営成績等の概況 ………………………………………………………………………………………………２

（１）当期の経営成績の概況 ……………………………………………………………………………………２

（２）当期の財政状態の概況 ……………………………………………………………………………………３

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 ………………………………………………………………………３

（４）今後の見通し ………………………………………………………………………………………………４

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 ……………………………………………………………………４

３．財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………………５

（１）貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………５

（２）損益計算書 …………………………………………………………………………………………………７

（３）株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………………………９

（４）キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………………11

（５）財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………………12

(継続企業の前提に関する注記) ………………………………………………………………………………12

(セグメント情報等) ……………………………………………………………………………………………12

(持分法損益等) …………………………………………………………………………………………………14

(１株当たり情報) ………………………………………………………………………………………………15

(重要な後発事象) ………………………………………………………………………………………………16



株式会社ビーエイブル(604A) 2026年７月期 決算短信

― 2 ―

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当期における国際情勢は、中東地域を巡る地政学的リスクの高まりを背景に、原油価格やエネルギー市場の動向

が不安定に推移するなど、エネルギー供給に対する懸念が継続する状況となりました。

国内においては、政府のエネルギー政策において原子力発電の位置づけがより明確化され、安全性の確保を大前

提としながら、原子力発電は電力の安定供給を支える重要なベースロード電源として活用する方針が示されており

ます。

このように我が国を取り巻く経済・エネルギー情勢の不確実性が進む中、外需に過度に依存しない内需主導型の

成長と、安定的なエネルギー供給体制の構築が、これまで以上に我が国の重要な課題となっております。

このような中、当社の主力事業である福島第一原子力発電所の廃炉工事は、国のエネルギー政策および復興政策

の中核を成す極めて重要な取り組みとして位置づけられており、社会からも高い関心が寄せられております。政府

からは、廃炉を安全・着実かつ計画的に進める方針が示されており、当社としても、この社会的意義の大きい事業

を、誠実かつ確実に遂行してまいります。

また、原子力分野全体では、柏崎刈羽原子力発電所６号機等が再稼働しており、こうした環境変化は、これまで

原子力発電所の各種メンテナンス工事や廃炉工事を通じて培ってきた当社の技術力、現場対応力、品質・安全管理

の経験を、今後さらに幅広い原子力関連分野で活かす機会が拡大していく状況と捉えております。

一方、再生可能エネルギー分野においては、我が国における太陽光発電や風力発電の活用が引き続き進展する中

で、環境や景観への配慮、地域との合意形成といった課題も顕在化しております。こうした状況を踏まえ、地域と

の信頼関係を基盤とし、地産地消や地域貢献を重視する当社の理念に基づいた、柔軟かつ着実な取り組みが、エネ

ルギーの安定供給と地域社会の持続的な発展に向けて、今後一層求められております。

このような事業環境のもと、主力である工事事業においては、福島第一原子力発電所の廃炉関連工事の着実な進

捗に加え、同発電所の廃炉に伴う廃棄物処理関連の大型工事を連続して受注したことにより、売上高及び収益は前

年同期を上回る水準となりました。

また、福島第一原子力発電所向け廃炉関連工事以外の原子力分野においても、島根原子力発電所２号機の再稼働

後初となる定期検査に係わる点検・保守工事の受注など、業績に貢献いたしました。

さらに、福島第一原子力発電所の処理水タンク補修工事を初めて受注し、処理水対策分野へと事業領域を拡げる

とともに、高線量環境下における線量調査では自社開発のロボット技術を活用するなど、廃炉事業の進展に貢献い

たしました。

再生可能エネルギー事業においては、風力発電関連メンテナンス業務等の拡大により売上高は前年同期を上回り

ました。一方で、当期より開始した電力小売事業については、運営体制の整備など事業基盤の構築を進めたものの、

事業立ち上げ段階で顧客数が限定的であったことから、運営費用が収益を上回り、セグメント全体の営業利益は前

期を下回る結果となりました。来期は、脱炭素化に向けたいわき市との連携協定のもと、特定卸供給制度を活用し

たバイオマス発電による電力の供給を拡大し、早期黒字化と収益拡大を図ってまいります。

その他事業においては、健康事業、料飲事業共に地域密着型のサービス展開により安定した売上を確保するとと

もに、地域貢献を通じた企業価値の向上に寄与いたしました。

これらの結果、当期の売上高は9,908百万円（前年同期比10.3％増）、営業利益は1,009百万円（同50.4％増）と

なり、売上高営業利益率は10.2％（前年同期7.5％）となりました。経常利益は1,022百万円（同55.6％増）、当期

純利益は735百万円（同54.6％増）となり、増収増益を達成することができました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

工事事業は、福島第一原子力発電所向け廃炉関連工事を中心に受注及び工事進捗が堅調に推移したことにより、

売上高は8,619百万円（前年同期比9.8％増）、セグメント利益（営業利益）は1,601百万円（同40.0％増）で、セグ

メントの売上高利益率は18.6％となりました。

再生可能エネルギー事業は、風力発電関連メンテナンス業務の拡大等により売上高は998百万円（前年同期比7.3
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％増）となりました。一方で、将来の収益拡大に向けた電力小売の事業基盤構築費用が先行したことによりセグメ

ント損失（営業損失）は14百万円（前年同期はセグメント営業利益１百万円）となりました。

その他事業は、健康事業における地域密着型のサービス拡充により売上高は291百万円（前年同期比45.0％増）、

セグメント損失（営業損失）は96百万円（前年同期はセグメント営業損失98百万円）となりました。今後も地域へ

の貢献と収益力の向上を通じ、企業価値の向上に努めてまいります。

（２）当期の財政状態の概況

（資産の部）

当期末における総資産は、前期末に比べ2,577百万円増加し、12,156百万円となりました。

これは主に、現金及び預金が682百万円、契約資産が236百万円、土地が310百万円、リース資産が154百万円、

建設仮勘定が680百万円、関係会社出資金が457百万円それぞれ増加したことによるものであります。

有形固定資産の増加は、beABLE研究開発センターの建設、富津市における工場新設用地の取得や、廃炉関連工

事の受注拡大に対応するための特殊車両の導入等によるものであります。また、関係会社出資金の増加は、佐野

バイオマス発電所の建設に向けた合同会社への出資によるものであり、いずれも将来の事業拡大を見据えた投資

であります。

（負債の部）

当期末における負債は、前期末に比べ98百万円増加し、4,580百万円となりました。

これは主に、未払法人税等が135百万円、長期借入金が1,118百万円、リース債務（固定負債）が141百万円増加

した一方で、短期借入金が600百万円、未払金が623百万円減少したことによるものであります。長期借入金の増

加は、主としてbeABLE研究開発センター建設に係る設備投資資金の調達によるものであります。

（純資産の部）

当期末における純資産は、前期末に比べ2,479百万円増加し、7,575百万円となりました。

これは主に、当期純利益の計上により繰越利益剰余金が720百万円増加したことに加え、新規上場に伴う公募に

よる自己株式の処分等により、資本剰余金が1,334百万円増加するとともに、自己株式が406百万円減少したこと

によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の期末残高は、前事業年度末に比べ682百万円

増加し、1,879百万円となりました。

当事業年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果獲得した資金は946百万円（前事業年度は305百万円の支出）となりました。これは主に税引前

当期純利益1,010百万円を計上したこと等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、2,511百万円（前事業年度は120百万円の支出）となりました。これは主に有

形固定資産の取得による支出1,868百万円、関係会社出資金の払込による支出457百万円を計上したこと等による

ものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果獲得した資金は、2,246百万円（前事業年度は37百万円の収入）となりました。これは主に自己

株式の処分による収入1,740百万円、長期借入による収入1,476百万円、短期借入金の純増減額△600百万円を計上

したこと等によるものであります。
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（４）今後の見通し

2027年７月期の業績見通しにつきましては、売上高11,849百万円、営業利益1,418百万円、経常利益1,388百万円、

当期純利益は956百万円を見込んでおります。

なお、上記見通しにつきましては、本資料の発表日時点において把握している情報に基づいたものであり、今後、

事業活動及び業績に大きな影響が見込まれる場合には、速やかに開示いたします。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、日本基準に基づき財務諸表を作成しております。なお、将来におけるＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適

用につきましては、今後の国内外の諸情勢を踏まえ、適切に対応していく方針であります。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年７月31日)

当事業年度
(2026年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,197,283 1,879,342

完成工事未収入金 556,975 563,210

契約資産 2,405,988 2,642,531

電子記録債権 7,290 1,650

未成工事支出金 89,992 77,090

原材料及び貯蔵品 17,784 15,809

前渡金 ― 7,689

前払費用 41,843 74,959

未収入金 28,036 26,496

金利スワップ資産 15,903 33,553

その他 22,786 7,063

流動資産合計 4,383,884 5,329,396

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 373,809 350,262

建物附属設備（純額） 114,681 110,110

構築物（純額） 27,550 31,734

機械及び装置（純額） 528,246 471,422

車両運搬具（純額） 27,731 45,500

工具、器具及び備品（純額） 55,552 96,246

土地 232,932 543,375

リース資産（純額） 48,896 203,322

建設仮勘定 786,314 1,466,610

有形固定資産合計 2,195,715 3,318,586

無形固定資産

ソフトウエア 148,810 187,155

ソフトウエア仮勘定 2,372 ―

特許権 ― 10,000

無形固定資産合計 151,182 197,155

投資その他の資産

投資有価証券 42,827 46,268

関係会社株式 41,000 41,000

出資金 30,700 30,746

関係会社出資金 2,595,150 3,052,367

長期前払費用 25,152 20,802

繰延税金資産 86,999 72,288

その他 26,017 47,697

投資その他の資産合計 2,847,847 3,311,169

固定資産合計 5,194,745 6,826,912

資産合計 9,578,630 12,156,308
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(単位：千円)

前事業年度
(2025年７月31日)

当事業年度
(2026年７月31日)

負債の部

流動負債

電子記録債務 128,209 140,012

工事未払金 537,564 551,745

短期借入金 600,000 ―

１年内返済予定の長期借入金 325,040 348,595

リース債務 13,890 41,741

未払金 737,439 114,321

未払費用 121,854 141,566

未払法人税等 43,124 178,879

未払消費税等 143,012 51,708

未成工事受入金 65,012 46,444

前受金 55 55

預り金 22,924 28,000

賞与引当金 79,159 79,546

役員賞与引当金 ― 1,961

工事損失引当金 3,629 ―

資産除去債務 78,000 ―

流動負債合計 2,898,916 1,724,579

固定負債

長期借入金 1,420,540 2,539,128

リース債務 42,870 184,301

資産除去債務 120,395 132,807

固定負債合計 1,583,805 2,856,237

負債合計 4,482,722 4,580,817

純資産の部

株主資本

資本金 36,695 36,695

資本剰余金

その他資本剰余金 ― 1,334,155

資本剰余金合計 ― 1,334,155

利益剰余金

利益準備金 9,173 9,173

その他利益剰余金

特別償却準備金 33,806 48,610

圧縮積立金 3,308 3,156

繰越利益剰余金 5,451,458 6,172,324

利益剰余金合計 5,497,746 6,233,264

自己株式 △452,750 △46,042

株主資本合計 5,081,691 7,558,072

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 14,215 17,418

評価・換算差額等合計 14,215 17,418

純資産合計 5,095,907 7,575,491

負債純資産合計 9,578,630 12,156,308
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2024年８月１日
至 2025年７月31日)

当事業年度
(自 2025年８月１日
至 2026年７月31日)

売上高

完成工事高 7,852,556 8,619,016

その他の売上高 1,131,614 1,289,513

売上高合計 8,984,171 9,908,530

売上原価

完成工事原価 5,876,594 6,283,759

その他の売上原価 970,788 1,158,225

売上原価合計 6,847,382 7,441,984

売上総利益

完成工事総利益 1,975,962 2,335,256

その他の売上総利益 160,826 131,288

売上総利益合計 2,136,788 2,466,545

販売費及び一般管理費 1,465,483 1,456,857

営業利益 671,305 1,009,688

営業外収益

受取利息 915 2,801

受取配当金 987 1,200

金利スワップ評価益 10,107 17,650

受取家賃 13,297 11,657

受取保険金 ― 30,000

業務受託料 14,260 26,200

雑収入 8,945 16,455

営業外収益合計 48,514 105,965

営業外費用

支払利息 34,124 58,745

資金調達費用 28,196 5,300

上場関連費用 ― 21,507

雑損失 674 8,007

営業外費用合計 62,995 93,561

経常利益 656,824 1,022,092

特別利益

固定資産売却益 1,974 239

特別利益合計 1,974 239

特別損失

固定資産除売却損 412 9,757

減損損失 ― 2,165

特別損失合計 412 11,922

税引前当期純利益 658,386 1,010,410

法人税、住民税及び事業税 161,934 260,420

法人税等調整額 20,812 14,471

法人税等合計 182,747 274,892

当期純利益 475,639 735,517
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【売上原価明細書】

（1）完成工事原価報告書

前事業年度
(自 2024年８月１日
至 2025年７月31日)

当事業年度
(自 2025年８月１日
至 2026年７月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ 材料費 509,116 8.7 365,207 5.8

Ⅱ 労務費 422,776 7.1 445,801 7.1

Ⅲ 外注費 3,680,438 62.6 4,066,041 64.7

Ⅳ 経費 ※２ 1,264,263 21.5 1,406,709 22.4

計 5,876,594 100.0 6,283,759 100.0

（注）※１．当社の原価計算は、個別原価計算であります。

※２．経費のうちには工事損失引当金繰入額が、前事業年度△43,935千円、当事業年度△3,629千円それぞれ

含まれております。

（2）その他の売上原価報告書

前事業年度
(自 2024年８月１日
至 2025年７月31日)

当事業年度
(自 2025年８月１日
至 2026年７月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ 材料費 30,666 3.2 60,651 5.2

Ⅱ 労務費 290,875 30.0 399,298 34.5

Ⅲ 外注費 429,007 44.2 486,754 42.0

Ⅳ 経費 220,238 22.7 211,520 18.3

計 970,788 100.0 1,158,225 100.0

（注）当社の原価計算は、個別原価計算であります。
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2024年８月１日 至 2025年７月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計特別償却

準備金
圧縮積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 36,695 ― ― 9,173 33,845 3,671 4,975,417 5,022,107

当期変動額

当期純利益 ― 475,639 475,639

自己株式の処分 ― ―

特別償却準備金の積立 ― 7,104 △7,104 ―

特別償却準備金の取崩 ― △7,144 7,144 ―

圧縮積立金の取崩 ― △363 363 ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― ― ― △39 △363 476,041 475,639

当期末残高 36,695 ― ― 9,173 33,806 3,308 5,451,458 5,497,746

株主資本 評価差額等

純資産

合計自己株式
株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等

合計

当期首残高 △452,750 4,606,052 12,435 12,435 4,618,488

当期変動額

当期純利益 475,639 475,639

自己株式の処分 ― ―

特別償却準備金の積立 ― ―

特別償却準備金の取崩 ― ―

圧縮積立金の取崩 ― ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
1,780 1,780 1,780

当期変動額合計 ― 475,639 1,780 1,780 477,419

当期末残高 △452,750 5,081,691 14,215 14,215 5,095,907
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当事業年度(自 2025年８月１日 至 2026年７月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計特別償却

準備金
圧縮積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 36,695 ― ― 9,173 33,806 3,308 5,451,458 5,497,746

当期変動額

当期純利益 ― 735,517 735,517

自己株式の処分 1,334,155 1,334,155 ―

特別償却準備金の積立 ― 21,653 △21,653 ―

特別償却準備金の取崩 ― △6,849 6,849 ―

圧縮積立金の取崩 ― △151 151 ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― 1,334,155 1,334,155 ― 14,803 △151 720,865 735,517

当期末残高 36,695 1,334,155 1,334,155 9,173 48,610 3,156 6,172,324 6,233,264

株主資本 評価差額等

純資産

合計自己株式
株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等

合計

当期首残高 △452,750 5,081,691 14,215 14,215 5,095,907

当期変動額

当期純利益 735,517 735,517

自己株式の処分 406,707 1,740,863 1,740,863

特別償却準備金の積立 ― ―

特別償却準備金の取崩 ― ―

圧縮積立金の取崩 ― ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
3,202 3,202 3,202

当期変動額合計 406,707 2,476,381 3,202 3,202 2,479,583

当期末残高 △46,042 7,558,072 17,418 17,418 7,575,491
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2024年８月１日
至 2025年７月31日)

当事業年度
(自 2025年８月１日
至 2026年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 658,386 1,010,410

減価償却費 243,261 276,763

固定資産除売却損益（△は益） 412 9,757

固定資産売却益 △1,974 △239

金利スワップ評価損益（△は益） △10,107 △17,650

減損損失 ― 2,165

システム障害対応引当金の増減額（△は減少） △51,000 ―

貸倒引当金の増減額（△は減少） △228 ―

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,390 386

役員賞与引当金の増減額（△は減少） ― 1,961

工事損失引当金の増減額（△は減少） △43,935 △3,629

受取利息及び受取配当金 △1,903 △4,002

支払利息 34,124 58,745

売上債権の増減額（△は増加） △162,041 △17,773

契約資産の増減額（△は増加） △313,664 △236,542

棚卸資産の増減額（△は増加） 10,301 14,877

仕入債務の増減額（△は減少） △29,406 33,434

未払金の増減額（△は減少） 29,476 81,078

未払費用の増減額（△は減少） 34,003 17,450

未成工事受入金の増減額（△は減少） △412,421 △18,572

その他 41,784 △85,009

小計 32,458 1,123,612

利息及び配当金の受取額 1,853 3,890

利息の支払額 △34,520 △56,167

法人税等の支払額 △310,505 △124,665

法人税等の還付額 4,916 21

営業活動によるキャッシュ・フロー △305,797 946,691

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △85,498 △1,868,808

有形固定資産の売却による収入 49,252 4,217

無形固定資産の取得による支出 △37,703 △100,961

資産除去債務の履行による支出 ― △78,000

貸付けによる支出 ― △8,000

関係会社出資金の払込による支出 ― △457,217

出資金の払込による支出 △30,000 △46

その他 △16,441 △2,450

投資活動によるキャッシュ・フロー △120,390 △2,511,266

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 400,000 △600,000

長期借入れによる収入 ― 1,476,000

長期借入金の返済による支出 △325,040 △333,856

リース債務の返済による支出 △9,147 △28,072

自己株式の処分による収入 ― 1,740,863

資金調達費用の支払による支出 △28,196 △5,300

その他 ― △3,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 37,616 2,246,634

現金及び現金同等物に係る換算差額 ― ―

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △388,571 682,059

現金及び現金同等物の期首残高 1,585,854 1,197,283

現金及び現金同等物の期末残高 1,197,283 1,879,342
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

（１）報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、事業部・サービス区分別のセグメントから構成されており、「工事事業」、「再生可能エネルギー事

業」、「その他事業」の３つを報告セグメントとしています。

（２）各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「工事事業」の廃炉・原子力分野では、原子力プラントの保守、減容処理設備、遠隔操作ロボット等による廃

炉作業、ロボットを応用したメンテナンス工事などを行っております。火力・プラント分野では、メンテナンス

を含めた各種プラント施設や発電所建設における機器・設備据付工事、その他鉄骨工事及び溶接作業を行ってお

ります。

「再生可能エネルギー事業」では、主に原子力発電設備工事で培ってきた技術により、再生可能エネルギー発

電所（太陽光発電、木質バイオマス発電、風力発電）の建設工事、オペレーション＆メンテナンス工事、太陽光

発電による電力供給を行っております。また当期より電力小売事業を開始しました。来期には、関連会社である

エイブルエナジー合同会社が運営する福島いわきバイオマス発電所の電力を活用した地産地消型の電力販売事業

を予定しております。

「その他事業」では、「地域貢献を通じて共に成長する事業」と位置付け、健康事業及び料飲事業を展開して

おります。健康事業では、福島県浜通り地域を中心に、いわき市内３か所で機能訓練型デイサービス「元氣ジ

ム」を運営するほか、居宅介護支援事業及び訪問看護事業を展開しております。料飲事業では、秋田県鹿角市に

おいて、地域活性化に資する事業として、地元食材を活用した料飲サービスを提供しております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、財務諸表作成において採用している会計処理の方法と概ね

同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価

格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前事業年度(自 2024年８月１日 至 2025年７月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注１）

財務諸表
計上額工事事業

再生可能エネ
ルギー事業

その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 7,852,556 930,736 200,877 8,984,171 ― 8,984,171

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 7,852,556 930,736 200,877 8,984,171 ― 8,984,171

セグメント利益
又は損失（△）

1,143,361 1,095 △98,445 1,046,011 △374,705 671,305

セグメント資産 3,032,796 697,509 65,607 3,795,914 5,782,716 9,578,630

その他の項目

減価償却費 54,812 77,377 1,808 133,998 109,262 243,261

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

79,571 20,100 18,984 118,656 786,772 905,428

(注)１．調整額の内容は以下の通りであります。

（１）セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報

告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（２）セグメント資産の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社資産であり、主に報告セグメントに

帰属しない現金及び預金、関係会社出資金等であります。

（３）減価償却費の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社資産に係る減価償却費であります。

（４）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、各報告セグメントに属していない管理部門に係る全

社資産の増加額であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、損益計算書の営業利益と一致しております。

当事業年度(自 2025年８月１日 至 2026年７月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注１）

財務諸表
計上額工事事業

再生可能エネ
ルギー事業

その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 8,619,016 998,259 291,254 9,908,530 ― 9,908,530

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 8,619,016 998,259 291,254 9,908,530 ― 9,908,530

セグメント利益
又は損失（△）

1,601,249 △14,974 △96,783 1,489,490 △479,802 1,009,688

セグメント資産 3,975,044 792,972 95,201 4,863,218 7,293,090 12,156,308

その他の項目

減価償却費 116,343 74,849 5,224 196,418 80,345 276,763

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

577,057 18,009 19,906 614,972 862,878 1,477,850

(注)１．調整額の内容は以下の通りであります。

（１）セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報

告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（２）セグメント資産の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社資産であり、主に報告セグメントに

帰属しない現金及び預金、関係会社出資金等であります。

（３）減価償却費の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社資産に係る減価償却費であります。

（４）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、各報告セグメントに属していない管理部門に係る全

社資産の増加額であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、損益計算書の営業利益と一致しております。
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(持分法損益等)

１．関連会社に関する事項

（単位：千円）

前事業年度
(自 2024年８月１日
至 2025年７月31日)

当事業年度
(自 2025年８月１日
至 2026年７月31日)

関連会社に対する投資の金額 2,595,150 3,052,367

持分法を適用した場合の投資の金額 15,408,469 21,109,452

持分法を適用した場合の投資利益の金額 60,745 174,146

２．開示対象特別目的会社に関する事項

当社は開示対象特別目的会社を有しておりません。
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(１株当たり情報)

前事業年度
(自 2024年８月１日
至 2025年７月31日)

当事業年度
(自 2025年８月１日
至 2026年７月31日)

１株当たり純資産額 705.32円 767.14円

１株当たり当期純利益 65.83円 97.99円

(注) １．前事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非

上場であるため期中平均株価を把握できませんので記載しておりません。また、当事業年度の潜在株式調整

後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．当社は、2026年３月４日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前

事業年度の期首に株式分割が行われたと仮定して１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益を算定してお

ります。

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度

(自 2024年８月１日
至 2025年７月31日)

当事業年度
(自 2025年８月１日
至 2026年７月31日)

１株当たり当期純利益

当期純利益(千円) 475,639 735,517

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 475,639 735,517

普通株式の期中平均株式数(株) 7,225,000 7,506,250

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり当
期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

第３回新株予約権
新株予約権の数 4,996個

（普通株式499,600株）
第４回新株予約権
新株予約権の数 271個

（普通株式27,100株）

第３回新株予約権
新株予約権の数 4,865個

（普通株式 486,500株）
第４回新株予約権
新株予約権の数 271個

（普通株式 27,100株）
第５回新株予約権
新株予約権の数 1,207個

（普通株式 120,700株）
第６回新株予約権
新株予約権の数 80個

（普通株式 8,000株）

４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度末

(2025年７月31日)
当事業年度末

(2026年７月31日)

純資産の部の合計額(千円) 5,095,907 7,575,491

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) ― ―

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 5,095,907 7,575,491

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

7,225,000 9,875,000
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(重要な後発事象)

（第三者割当による新株式の発行）

当社は、2026年７月29日付で東京証券取引所スタンダード市場に株式を上場いたしました。この上場にあたり、

2026年６月25日及び2026年７月９日開催の取締役会において、みずほ証券株式会社が行うオーバーアロットメン

トによる売出しに関連して、同社を割当先とする第三者割当増資による新株式の発行を次のとおり決議し、2026

年８月31日に払込が完了いたしました。

① 募集方法 ：第三者割当（オーバーアロットメントによる売出し）

② 発行する株式の種類及び数：普通株式 491,600株

③ 割当価格 ：１株につき 644円

④ 資本組入額 ：１株につき 322円

⑤ 割当価格の総額 ：316,590千円

⑥ 資本組入額の総額 ：158,295千円

⑦ 払込期日 ：2026年８月31日

⑧ 割当先 ：みずほ証券株式会社

⑨ 資金の使途 ：beABLE研究開発センター（福島県双葉郡）の設備投資資金、富津工場（千葉

県富津市）の設備投資資金、借入金の返済


